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【仮説】
自立活動の視点を取り入れた学級活動の単元構想を練り、実践することで、自他を
大切にし、意欲的に生活・学習し、学級・学校に居心地のよさを感じる子どもが育
つだろう。

【手立て】
・全学年で自立活動の視点を取り入れた学級活動の単元構想を練り、実践する。

【量的検証】
〇　アンケートQ-Uによる分析
　学級満足度尺度、学校生活意欲尺度について、学級集団の変容（集団としての変
容）抽出児童（気になる児童、安定している児童）の変容（個としての変容）を検
証する。
【質的検証】
〇　教師の児童観察による分析
　授業実践前と授業実践後の児童の様子を各学年部で観察・記録し、学級集団の変
容（集団としての変容）抽出児童（気になる児童、安定している児童）の変容（個
としての変容）を検証する。

研究構想シート
加藤　梨恵子

雲南市立木次小学校

「自立活動の視点を取り入れた学級活動を通した学級づくりに関する研究～誰もが安心して学べる学校をめざして～」

自立活動の視点を取り入れた学級活動を全学年で実践することで、自他を大切にし、意欲的に生活・学習し、学級・学校に
居心地のよさを感じる子どもの育成につながるかどうかを検証する。

・規範意識が低く、すべ
きことが徹底しにくい。

・あいさつや言葉づかい
など、気持ちのよいふる
まいができにくい。

・自尊感情が低く、気持
ちが不安定で、落ち着き
がない児童がいる。

・相手を思いやる気持ち
が希薄で、トラブル等が
多い。

・学習への意欲が低い児
童が少なくない。

（令和６年３月４日職員会
議「本校児童の実態につい
て」より）

〇　自他を大切にし、意欲
的に生活・学習し、学級・
学校に居心地のよさを感じ
る子ども
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